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◎
３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
２

日
招
集
さ
れ
９
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
新
年
度
予
算
審
査

に
あ
た
り
、
今
定
例
会
も
予

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
。

委
員
長
に
は
米
倉
俊
男
委
員
、

副
委
員
長
に
は
蛯
名
竜
也
委

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
会
で
は
付
託
さ
れ
た
８
件

の
予
算
案
を
２
日
間
に
わ
た

り
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

委
員
長
か
ら
本
会
議
に
そ
の

内
容
が
報
告
さ
れ
、
一
般
会

計
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
は
斗
賀

高
太
郎
議
員
、
大
崎
昭
子
議

員
、
蛯
澤
正
雄
議
員
、
市
川

俊
光
議
員
の
４
人
が
一
般
質

問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◇電算システム導入開発業務委託料 1億8,101万円

◇まちづくり事業費 5,410万円

◇地域ミニ計画整備事業費 3,000万円

◇デジタル共同受信施設等工事費 2,995万円

◇コンビニ交付システム構築業務委託料 3,407万円

◇特定防衛施設周辺整備事業費 １億8,100万円

◇岩渡沢川改修事業費 2億5,000万円

◇敬老祝い商品券負担金 306万円

◇子育て未来支援金 700万円

◇出産・子育て応援給付金 925万円

◇緑肥作物導入促進事業費補助金 600万円

◇経営体育成支援事業費補助金 1,012万円

◇草地更新支援事業費補助金 1,500万円

◇商業者等未来経営支援事業費補助金 2,000万円

◇観光施設改修工事費 1,437万円

◇防雪対策費 2億7,072万円

◇防雪柵設置外道路新設改良費 2億3,700万円

◇道路橋梁補助事業費 4億1,650万円

◇町営住宅防音工事費 7,500万円

◇学校給食費給付金 6,033万円

◇東北小学校屋外トイレ改修工事費 1,705万円

◇小・中学校空調設備整備事業 9,131万円

予算の総額　116億6,500万円

令和５年度一般会計予算の主な事業（抜粋）
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３
月
定
例
会
で　
　

審
議
さ
れ
た
議
案
等

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

（
公
園
橋
補
修
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
）

�
報
告
済

◎�

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
承
認

　

（
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
）

・�

予
算
の
総
額
に
１
億
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
２
８
億
６
，
７

６
２
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
承
認

◎�

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
承
認

　

（
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
）

・�

予
算
の
総
額
に
５
，
０
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
２
９

億
１
，
７
６
２
万
５
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
承
認

◎�

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・�

予
算
の
総
額
か
ら
２
億
４
，
８

３
２
万
７
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
１
２
６
億
６
，
９
２
９
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・�
予
算
の
総
額
か
ら
３
，
２
３
４

万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

21
億
２
，
４
０
５
万
８
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

�
全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
か
ら
２
９
０
万
３

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
２
億

１
，
１
３
０
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
か
ら
１
億
４
，
８

５
８
万
７
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
27
億
９
，
０
８
１
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
か
ら
５
５
４
万
円

を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
４
，

９
０
３
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
４
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

・�

予
算
の
総
額
か
ら
９
５
９
万
４

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
６
億

８
，
９
１
１
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

・�

予
算
の
総
額
を
１
１
６
億
６
，

５
０
０
万
円
と
定
め
る
も
の
で

す
。

�

賛
成
多
数
で
可
決

（
起
立
採
決　

賛
成
14
、
反
対
１
）

◎�

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算

・�

予
算
の
総
額
を
20
億
３
，
９
２

２
万
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

・�

予
算
の
総
額
を
２
億
１
，
４
０

０
万
５
千
円
と
定
め
る
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

・�

予
算
の
総
額
を
29
億
３
，
３
３

４
万
４
千
円
と
定
め
る
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
５
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
予
算

・�

予
算
の
総
額
を
２
，
４
５
９
万

５
千
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�
令
和
５
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算

・�

予
算
の
総
額
を
１
億
９
９
３
万

６
千
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
５
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

・�

予
算
の
総
額
を
７
億
６
，
２
３

１
万
７
千
円
と
定
め
る
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

令
和
５
年
度
上
水
道
事
業
会
計

予
算

・�

収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
定
額

を
６
億
25
万
６
千
円
と
定
め
る

も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例

・�

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
東
北
町
個

人
情
報
保
護
条
例
等
を
廃
止
し
、

新
た
に
東
北
町
個
人
情
報
保
護

法
施
行
条
例
を
定
め
る
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決
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◎�

東
北
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
条
例

・�
東
北
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

廃
止
及
び
東
北
町
情
報
公
開
条

例
の
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
東

北
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例
を
定
め
る
も
の

で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例

・�

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い

て
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
子
育
て
未
来
支
援
金
条

例
・�

子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
支
援

金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
期
的
な
子
育
て
に
係
る
負
担

軽
減
と
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

�

賛
成
多
数
で
可
決

（
起
立
採
決　

賛
成
13
、
反
対
２
）

◎�

東
北
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・�

職
員
数
の
減
少
等
に
伴
い
、
職

員
定
数
等
に
係
る
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・�

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

及
び
東
北
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制
定

に
伴
う
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
道
路
占
用
料
等
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

占
用
料
の
額
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・�

民
法
等
の
改
正
に
伴
う
厚
生
労

働
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・�

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�
東
北
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・�

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
上
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

民
法
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改

正
及
び
町
の
統
一
さ
れ
た
水
道

料
金
を
確
立
し
、
上
水
道
事
業

の
安
定
的
な
事
業
運
営
を
図
る

も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

・�

田
ノ
沢
２
号
線
を
町
道
認
定
す

る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

田
ノ
沢
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・�

田
ノ
沢
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

◎�

東
北
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・�

清し

水み
ず

目め

健け
ん

一い
ち

氏
を
選
任
す
る
も

の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
同
意

◎�

東
北
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・�

蛯え
び

名な

博ひ
ろ

文ふ
み

氏
を
選
任
す
る
も
の

で
す
。

�

全
会
一
致
で
同
意

◎�

東
北
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・�

乙お
と

﨑ざ
き

一か
ず

男お

氏
を
選
任
す
る
も
の

で
す
。

�

全
会
一
致
で
同
意

◎�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

・�

蛯え
び

名な

睦む
つ

子こ

氏
を
推
薦
す
る
も
の

で
す
。

�

全
会
一
致
で
適
任

◎�

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
加
及
び
青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
の
規
約
の
変
更
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に
つ
い
て

・�

構
成
団
体
の
加
入
に
よ
る
増
及

び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
関

係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る

も
の
で
す
。

�
全
会
一
致
で
可
決

◎�

陳
情
第
９
号

　

�

種
子
法
廃
止
、
種
苗
法
改
定
か

ら
種
子
を
守
る
こ
と
に
関
す
る

陳
情

・�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
継
続

審
査
を
要
す
る
も
の
と
決
定
。

◎
発
議
第
１
号

　

�

東
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例

・�

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、
議
会
は
同
法
の

適
用
除
外
と
な
り
、
議
会
に
お

け
る
個
人
情
報
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

令
和
５
年　
　
　
　

第
１
回
議
会
臨
時
会

　

１
月
19
日
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
議
案
が
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（�

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

及
び
和
解
に
つ
い
て
）

�

報
告
済

◎�
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
承
認

（�

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
）

・�

予
算
の
総
額
に
１
億
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
２
６
億
６
，
５

９
７
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
�

全
会
一
致
で
承
認

◎�

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・�

予
算
の
総
額
に
１
億
１
６
５
万

５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

２
７
億
６
，
７
６
２
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

�

全
会
一
致
で
可
決

斗　賀　高太郎　議員

東
北
町
の
知
名
度
向
上

と
町
外
か
ら
の
集
客
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
一

①�

商
工
会
と
観
光
協
会
が
地

域
商
店
街
と
連
携
し
て
イ

ベ
ン
ト
や
商
店
街
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
は
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

②�

産
業
文
化
ま
つ
り
や
日
の

本
中
央
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン

ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
強
化

と
し
て
、
地
元
食
材
を
活

用
し
た
地
元

－

１
グ
ラ
ン

プ
リ
や
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の

産
業
車
で
の
タ
イ
ム
レ
ー

ス
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

は
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

③�

現
在
利
用
者
が
少
な
く
、

維
持
管
理
費
が
多
く
か

か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
町

営
ス
キ
ー
場
・
浜
台
や
清

水
目
ダ
ム
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
に
、
多
く
の
方
を
集
客

し
、
収
益
化
す
る
取
り
組

み
は
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

特
産
品
等
の
開
発
に
つ

い
て

質
問
二

①�

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
活
用
で
き
る
特
産

品
の
商
品
開
発
は
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

②�

牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
で
牛
乳
消
費

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
生
乳
を
活
用
し
た

チ
ー
ズ
や
プ
リ
ン
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
の
加
工
品
の

開
発
は
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

一
次
産
業
の
発
展
に
関

す
る
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

質
問
三

①�

町
内
の
業
者
や
農
協
、
漁

協
、
道
の
駅
と
協
力
し
、

ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
と
言
わ

れ
る
ラ
イ
ブ
配
信
で
、
全

世
界
の
消
費
者
へ
宣
伝
・

購
入
し
て
も
ら
え
る
シ
ス

テ
ム
を
活
用
す
る
等
、
消

費
拡
大
に
繋
が
る
取
り
組

み
は
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
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答　

弁

　

町　

長　

質
問
一

①�

両
商
工
会
へ
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
対
策
事
業
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
に
な
る
以
前
は
「
夏

ま
つ
り
」「
ド
リ
ン
ク
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」「
盆
ナ
イ
ト

カ
ー
ニ
バ
ル
」
な
ど
を
開
催

し
、
ま
た
、
近
年
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
、
感
染
状
況

を
考
慮
し
趣
向
を
変
え
て

「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」「
飲
食
店
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
や
「
年
末
年
始
大
売

出
し
」「
旧
正
月
ま
け
る
日
」

な
ど
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
事
業
に
対
し
、

町
と
し
て
は
商
工
業
活
性
化

事
業
補
助
金
を
交
付
し
て
支

援
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に

つ
い
て
も
両
商
工
会
と
協
議

な
ど
を
重
ね
商
店
会
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②�

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
タ
イ
ム

レ
ー
ス
の
安
全
上
の
問
題
や

会
場
の
諸
問
題
に
つ
い
て
実

施
可
能
か
調
査
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
地
元
食
材
を

活
用
し
た
事
業
と
し
ま
し
て

は
、
東
北
町
宝た

か
ら

湖こ

活
性
化
協

議
会
が
令
和
元
年
度
か
ら
始

め
て
お
り
ま
す
「
し
ら
う
お

丼
ま
つ
り
」が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
�

更
に
は
、
美
味
満
彩
ま
つ
り

を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
小

川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
に
よ

る
シ
ジ
ミ
の
す
く
い
取
り

や
、
ゆ
う
き
青
森
農
協
の
町

産
牛
の
販
売
を
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

�

加
え
て
、
今
年
度
開
催
さ
れ

ま
し
た
「
生
き
活
き
産
業
文

化
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
東

北
町
観
光
協
会
に
よ
る
地
元

食
材
の
長
芋
と
ニ
ン
ニ
ク
を

活
用
し
た
、
航
空
自
衛
隊
東

北
町
分
屯
基
地
考
案
の
「
長

い
も
ハ
ー
ブ
か
ら
あ
げ
」
を

分
屯
基
地
の
協
力
・
応
援
の

も
と
で
販
売
い
た
し
た
と
こ

ろ
好
評
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�

こ
の
よ
う
に
地
元
食
材
を
活

用
・
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
を
い
く

つ
か
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

�

今
後
も
継
続
す
る
事
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
折
に
触
れ
検

証
や
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

③�

令
和
５
年
度
は
、
わ
か
さ
ぎ

公
園
で
開
催
さ
れ
る
東
北
町

商
工
会
青
年
部
主
管
の
「
い

か
だ
レ
ー
ス
」
に
著
名
人
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
招
待
し
、
参

加
し
て
頂
き
な
が
ら
イ
ベ
ン

ト
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ン
プ

場
も
含
め
た
町
の
い
ろ
い
ろ

な
所
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
拡
散
し
て
頂
き
周

知
す
る
事
に
よ
り
、
更
な
る

集
客
を
図
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

�

加
え
て
、
ふ
れ
あ
い
村
ケ
ビ

ン
ハ
ウ
ス
等
の
改
修
工
事
を

実
施
し
、
観
光
施
設
の
整
備

充
実
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

�

一
方
、
ご
指
摘
の
収
益
化
に

つ
い
て
で
す
が
、
現
在
「
わ

か
さ
ぎ
公
園
浜
台
キ
ャ
ン
プ

場
」
と
「
清
水
目
ダ
ム
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
の
２
ヶ
所

は
、「
小
川
原
湖
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
」
の
様
に
協
力
金
等

は
頂
い
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

�

今
後
は
、
指
定
管
理
も
含
め

収
益
化
に
つ
い
て
、
様
々
な

角
度
か
ら
十
分
に
調
査
、
把

握
し
考
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問
二

①�

現
在
、
町
が
登
録
し
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
」

に
お
い
て
、
令
和
２
年
４
月

１
日
現
在
で
は
44
品
目
の
登

録
が
あ
り
、
令
和
２
年
度
は

17
品
目
、
３
年
度
は
21
品

目
、
４
年
度
は
６
品
目
の
新

規
商
品
の
登
録
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

�

町
と
し
て
は
今
後
、
更
な
る

魅
力
あ
る
商
品
開
発
や
発
掘

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

②�

加
工
品
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
チ
ー

ズ
製
造
等
に
興
味
の
あ
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
２
名
募

集
し
て
お
り
、
問
い
合
わ
せ

が
数
件
あ
り
ま
し
た
が
、
正

式
な
応
募
が
な
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
継
続
し

て
募
集
し
て
参
り
ま
す
。
重

ね
て
、
商
品
開
発
に
つ
い
て

で
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、

様
ざ
ま
な
関
係
団
体
や
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
お
知
恵

を
頂
き
な
が
ら
共
に
考
え
、

加
え
て
町
と
し
て
出
来
る
事

が
あ
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問
三

①�

町
特
産
品
の
消
費
拡
大
の
た

め
に
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん

へ
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
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考
え
て
お
り
ま
す
。

　
�

こ
の
た
め
、
私
自
身
、
時
間

の
許
す
限
り
、
他
地
域
で

の
特
産
フ
ェ
ア
に
参
加
す
る

な
ど
、
対
面
で
の
販
売
促
進

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
令
和
４
年
度
は
11

月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
２
２
青
森
人
の
祭
典

in

上
野
公
園
」
に
参
加
し
た

ほ
か
、
10
月
に
は
町
独
自
の

新
た
な
取
組
と
し
て
、
千
葉

県
内
の
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
県

内
２
カ
所
の
農
産
物
直
売
所

で
「
東
北
町
産
フ
ェ
ア
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
特
産
品
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
、
認
知
度
の
向
上
と
消

費
拡
大
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�

な
お
、
議
員
ご
指
摘
の
ラ
イ

ブ
コ
マ
ー
ス
な
ど
の
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
非
接
触

型
の
販
売
促
進
に
つ
い
て

も
、
国
内
外
の
幅
広
い
消
費

者
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
い
う
面

で
非
常
に
重
要
な
手
法
で
あ

大　崎　昭　子　議員

町
民
の
健
康
に
つ
い
て

質
問
一

①�

町
民
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
無
料
の
健
康
診
断
及

び
ガ
ン
検
診
の
受
診
率
と
、

健
診
デ
ー
タ
か
ら
見
る
我

が
町
の
健
康
傾
向
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

②�

昨
年
我
が
町
で
、
東
北
初

導
入
し
た
「
妊
活
や
不
妊

に
関
す
る
悩
み
を
相
談
で

き
る
ア
プ
リ
」
の
現
在
の

利
用
状
況
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

③�

昨
年
４
月
か
ら
定
期
接
種

に
な
っ
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
状
況
を
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

　

答　

弁

　

町　

長　

質
問
一

①�

町
で
実
施
し
て
い
る
特
定
検

診
の
受
診
率
は
、
令
和
３

年
度
に
お
け
る
40
歳
か
ら
70

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
38
．
４
％
。
が
ん
検

診
は
69
歳
ま
で
で
10
％
台
か

ら
20
％
台
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
次
に
、
健
康
傾
向
に
つ

い
て
で
す
が
、
我
が
町
の
死

亡
の
状
況
を
見
る
と
、
令
和

２
年
に
お
い
て
、
１
位
は
が

ん
、
２
位
は
心
疾
患
。
３
位

は
脳
血
管
疾
患
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
健
診
の
結

果
か
ら
見
る
と
国
・
県
に
比

べ
る
と
高
血
圧
や
高
脂
血
症

は
比
較
的
低
く
、
腹
囲
や
空

腹
時
血
糖
が
や
や
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

②�

12
月
末
現
在
の
利
用
状
況

は
、
登
録
者
13
人
、
相
談
件

数
は
述
べ
８
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

③�

令
和
４
年
度
12
月
末
ま
で
の

実
績
と
し
て
11
歳
か
ら
16

歳
ま
で
の
定
期
接
種
で
述
べ

57
回
行
わ
れ
、
１
回
接
種
し

た
方
が
22
人
、
２
回
接
種
し

た
方
20
人
、
３
回
接
種
し
た

方
が
15
人
お
り
ま
す
。
ま

た
、
16
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
述

べ
74
回
行
わ
れ
、
１
回
接
種

し
た
方
が
38
人
、
２
回
接
種

し
た
方
が
29
人
、
３
回
接
種

し
た
方
が
７
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思

い
、
令
和
５
年
度
は
町
公
式

Y
ouTube

を
活
用
し
た
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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部
活
動
地
域
移
行
に
つ

い
て

質
問
二

①�

学
校
の
現
在
部
活
動
の
状

況
ど
う
な
っ
て
い
る
か
そ

し
て
、「
学
校
と
地
域
が
協

働
・
融
合
し
た
形
で
の
地

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環

境
整
備
」、「
運
動
部
、
文

化
部
活
動
の
地
域
へ
の
移

行
」
計
画
は
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

答　

弁

　

町　

長　

質
問
一

①�

具
体
的
に
は
、
各
町
内
会
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
団
体

自
ら
が
「
地
域
づ
く
り
」
の

将
来
像
を
決
め
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
必
要
な
取
組
を
考

え
、
地
域
の
持
続
的
発
展
の

た
め
の
計
画
を
提
案
し
、
実

行
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

�

現
在
の
取
組
と
し
て
は
、
１

町
内
会
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
地
域
課

題
解
決
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
取
り
組

み
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和

５
年
度
は
今
ま
で
検
討
し
て

き
た
こ
と
を
計
画
し
、
実
行

に
移
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
は
、
現

在
進
め
て
い
る
「
地
域
づ
く

り
の
ス
キ
ー
ム
」
が
構
築
さ

れ
た
の
ち
に
は
、
各
町
内
会

等
に
お
い
て
も
地
域
を
発

展
・
存
続
し
て
い
く
た
め
に

必
要
と
さ
れ
る
計
画
を
作
成

し
、
地
域
の
持
続
的
発
展
の

た
め
の
取
組
を
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②�

社
会
情
勢
や
自
然
環
境
へ
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
も
現
場
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
や
国
や
県
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
必
要
な
対

策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
の
農
業
振
興

に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
こ

れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

令
和
５
年
度
予
算
案
で
も
必

要
な
予
算
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
限
ら
れ
た
予
算
を
有

効
に
活
用
し
て
地
域
農
業
の

振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

③�

現
在
の
と
こ
ろ
正
式
に
は
応

募
が
な
い
状
況
で
あ
り
、
実

績
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

�

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
継
続
し
て
募
集
し

て
参
り
ま
す
。

　

答　

弁
教
育
長
職
務
代
理
者　

質
問
二

①�

部
活
動
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
や
教

員
数
の
減
少
に
伴
う
部
活
動

の
維
持
、
更
に
は
、
指
導
経

験
が
な
い
教
員
に
と
っ
て
の

部
活
動
指
導
の
負
担
や
、
教

員
の
長
時
間
労
働
に
よ
る
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
保

護
者
や
地
域
が
主
体
と
な
る

地
域
部
活
動
へ
の
移
行
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
２
年
９

月
に
、
学
校
の
働
き
方
改
革

を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
と

し
て
、
学
校
と
地
域
が
協

働
・
融
合
し
た
部
活
動
の
具

体
的
な
実
現
に
向
け
て
の
方

策
が
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化

庁
・
文
部
科
学
省
の
連
名
で

示
さ
れ
、
そ
の
後
、
昨
年
12

月
に
、
新
た
に
地
域
移
行
を

見
据
え
た
部
活
動
運
営
に
関

す
る
指
針
案
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
学

校
と
保
護
者
及
び
地
域
の

方
々
並
び
に
県
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
段
階
的
に
、
そ
し

て
、
計
画
的
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

蛯　澤　正　雄　議員

町
政
運
営
に
関
す
る
基

本
方
針
に
つ
い
て

質
問
一

①�

「
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
計
画

を
自
ら
作
成
す
る
取
り
組

み
」
具
体
的
な
内
容
を
問

い
ま
す
。

②�

三
つ
目
の
「
持
続
可
能
な

攻
め
の
産
業
振
興
」
は
、

支
援
、
補
助
金
等
で
、
農

業
振
興
（
農
業
、
酪
農
、

畜
産
等
）
が
図
ら
れ
る
か

問
い
ま
す
。

③�

令
和
４
年
度
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
補
助
金
を

利
用
し
て
、
乳
製
品
等
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
予
算
を
し
て

い
た
が
実
績
は
ど
う
な
っ

た
か
。
令
和
５
年
度
、
事

業
計
画
を
し
て
い
る
が
ど

ん
な
内
容
か
伺
い
ま
す
。
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市　川　俊　光　議員

地
球
温
暖
化
対
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問
一

①�

全
国
８
３
１
自
治
体
が

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
を
行
い
、
脱
炭
素
の

具
体
的
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
わ
が
ま
ち
で
も

「
宣
言
」
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
。

②�

「
東
北
町
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」
に
も
と
づ
く
取
り

組
み
に
つ
い
て
そ
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

町
民
の
健
康
を
守
る
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問
二

①�

昨
年
12
月
公
表
さ
れ
た
全

国
の
平
均
寿
命
で
、
青
森

県
は
男
女
と
も
に
全
国
最

下
位
で
あ
っ
た
。
わ
が
町

　

の
状
況
を
問
う
。

②�

脳
疾
患
へ
の
予
防
を
す
す

め
る
た
め
、
脳
検
診
へ
の

助
成
を
行
う
考
え
は
な
い

か
。

③�

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
ピ
ロ
リ
菌
検
査
、
除
菌

に
対
し
て
助
成
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

冬
期
の
除
雪
の
さ
ら
な

る
充
実
に
つ
い
て

質
問
二

①�

冬
期
の
歩
道
の
除
雪
に
つ

い
て
、
通
勤
・
通
学
の
時

間
帯
、
駅
や
バ
ス
停
周
辺

な
ど
、
町
民
の
生
活
に
合

わ
せ
た
除
雪
の
充
実
は
で

き
な
い
か
。

②�

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
除

雪
を
地
域
の
住
民
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
実
施
す
る
事

へ
町
と
し
て
の
支
援
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

弁

　

町　

長　

質
問
一

①�

脱
炭
素C

O
２

削
減
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
宣

言
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

は
「
未
定
」
と
し
て
回
答
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

②�

令
和
12
年
度
を
目
標
年
度

に
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

10
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
「
東
北
町
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
委
員
会
」
を
毎

年
開
催
し
、
進
捗
状
況
を
検

証
し
て
お
り
ま
す
。

　

�

平
成
30
年
度
の
基
準
年
度
か

ら
見
た
排
出
量
は
、
約
18
％

削
減
で
き
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
二

①�

東
北
町
の
平
均
寿
命
は
、
厚

生
労
働
省
が
平
成
27
年
度
に

公
表
し
て
い
る
資
料
に
よ
れ

ば
、
男
性
は
全
国
80
．
８
歳

に
対
し
て
78
．
１
歳
。
女
性

は
全
国
87
．
０
歳
に
対
し
て

86
．
０
歳
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

②�

公
立
七
戸
病
院
で
実
施
し

て
い
る
脳
検
診
の
費
用
は
、

２
万
２
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
町
民
の
方
す
べ
て
を
対

象
と
す
る
と
財
政
的
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
エ
ビ
デ

ン
ス
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
を

行
っ
た
う
え
で
脳
血
管
疾
患

の
発
症
を
減
ら
せ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
脳
検
診
を
含

め
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

③�

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る

疑
い
が
あ
る
方
に
つ
い
て

は
、
医
師
と
相
談
の
う
え
検

査
除
菌
等
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
質
問
要

旨
に
あ
る
よ
う
に
検
査
・
除

菌
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
更
な
る
対
策
と
し
て
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が

可
能
な
の
か
を
含
め
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
三

①�

通
学
路
な
ど
は
、
朝
７
時
ま

で
に
終
了
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
降
雪

状
況
に
よ
っ
て
は
出
動
が
遅

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
、
県
道
に
面
し

て
い
る
駅
や
バ
ス
停
付
近
の

除
雪
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

国
や
県
と
も
連
携
し
な
が
ら

ど
の
よ
う
な
除
雪
を
行
う
こ

と
が
可
能
か
検
討
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

②�

今
後
、
東
北
町
地
域
安
全
克

雪
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
実
施
に
関
す
る
要
領
等

を
定
め
、
除
雪
機
の
貸
し
出

し
を
す
る
な
ど
、
町
内
会
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

へ
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
え

る
か
検
討
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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各
委
員
会
の
活
動
（
１
月
～
３
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 

催 
日

事　
　
　

件
（
内
容
）

２
月
15
日

所
管
事
務
調
査

　

⑴
企　

画　

課　

①
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
税　

務　

課　

①
令
和
５
年
１
月
末　

町
税
等
収
入
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
概
要
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
総　

務　

課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
選
挙
管
理
委
員
会　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
財　

政　

課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

２
月
16
日

付
託
事
件

　

①
陳
情
第
９
号　

種
子
法
廃
止
、
種
苗
法
改
定
か
ら
種
子
を
守
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

所
管
事
務
調
査

　

⑴
建　

設　

課　

①�

公
園
橋
補
修
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
係
る
専
決
処
分
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
令
和
４
年
度
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
農
林
水
産
課　

①
令
和
４
年
度
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
町
営
放
牧
場
再
編
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
商
工
観
光
課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明�　
　
　
　
　

　

⑷
下
水
道
課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
農
業
委
員
会　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

２
月
17
日

所
管
事
務
調
査

　

⑴
町　

民　

課　

①
東
北
町
国
民
健
康
保
険
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
学　

務　

課　

①
東
北
町
奨
学
資
金
返
還
支
援
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
福　

祉　

課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
保
健
衛
生
課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
社
会
教
育
課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑹
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

２
月
９
日

２
月
24
日

３
月
２
日

⑴
東
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て

⑵
一
般
質
問
提
出
期
限
の
確
認
に
つ
い
て

⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　

①
令
和
５
年
第
１
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　

②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　

③
一
般
質
問
通
告
（
２
月
16
日
正
午
ま
で
に
通
告
）

⑵
陳
情
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

⑶
東
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

⑴
追
加
提
出
議
案
に
つ
い
て

★
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
対
策
等
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

３
月
20
日

⑴
令
和
５
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

★
基
地
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

1
月
10
日

2
月
17
日

3
月
31
日

⑴
令
和
３
年
度
三
沢
飛
行
場
周
辺
の
航
空
機
騒
音
自
動
測
定
装
置
の
測
定
結
果
に
つ
い
て

要
望
活
動
（
三
沢
防
衛
事
務
所
）

⑴
三
沢
飛
行
場
に
係
る
第
一
種
区
域
等
の
騒
音
度
調
査
開
始
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

⑵
要
望
活
動
に
つ
い
て

★
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

1
月
10
日

�

1
月
16
日

2
月
1
日

2
月
6
日

～

2
月
7
日

⑴
要
望
活
動
に
つ
い
て

　

・
小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
と
の
小
川
原
湖
の
漁
業
と
水
環
境
に
係
る
懇
談
会

要
望
活
動
（
青
森
県
環
境
生
活
部
、
青
森
県
県
土
整
備
部
）

要
望
活
動
（
高
瀬
川
河
川
事
務
所
）

要
望
活
動
（
東
北
地
方
整
備
局
、
国
土
交
通
省
、
衆
議
院
、
参
議
院
）

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

１
月
31
日

⑴
議
会
だ
よ
り
第
71
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
全
員
協
議
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

２
月
９
日

⑴
東
北
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て

⑵
一
般
質
問
提
出
期
限
の
確
認
に
つ
い
て

★
議
会
改
革
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　

件
（
内
容
）

１
月
23
日

⑴
一
般
質
問
提
出
期
限
の
確
認
に
つ
い
て
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○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

�

（
令
和
５
年
２
月
15
日
開
催
）

　

委
員
長　

沼　

山　

浩　

幸

所
管
事
務
調
査
結
果

企
画
課

・�

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
に

つ
い
て

○
総
合
整
備
計
画
書

　

�

青
森
県
上
北
郡
東
北
町
田
ノ
沢

辺
地

（
辺
地
の
人
口　

87
人

　
　
　
　

面
積　

３
．
０
０
㎢
）

１　

辺
地
の
概
況

　

⑴�

辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字

の
名
称

　
　

�

青
森
県
上
北
郡
東
北
町
字
田

ノ
沢
・
山
ノ
神
平
・
田
ノ
沢

川
添
・
野
田
頭
山

　

⑵�

地
域
の
中
心
の
位
置　

青
森

県
上
北
郡
東
北
町
字
田
ノ
沢

48

－

１

　

⑶
辺
地
度
点
数　
　

１
６
９
点

２�　

公
共
的
施
設
の
整
備
を
必
要

と
す
る
事
情

　

�　

田
ノ
沢
２
号
線
は
田
ノ
沢
集

落
内
の
生
活
道
路
で
あ
る
が
、

道
路
幅
が
狭
く
除
雪
車
が
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
冬
期

間
の
通
行
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
。

　

�　

こ
の
た
め
、
日
常
生
活
や
緊

急
時
の
避
難
等
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住

民
が
一
刻
も
早
く
安
心
し
て
通

行
で
き
る
よ
う
、
早
急
に
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

税
務
課

【
質
疑
】
滞
納
整
理
機
構
移
管
や

給
料
等
の
差
押
さ
え
の
条
件
や
基

準
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
滞
納
整
理
機
構
に
移
管

す
る
人
と
い
う
の
は
、
再
三
の
催

委
員
会
報
告

・令和５年１月末　町税等収入状況について（令和５年１月末現在／令和４年１月末現在）
� �（単位：円、％）

区　　　分　
　税　　　目

調　定　済　額 収　入　済　額 徴　　収　　率

令和４年度 前年との比較 令和４年度 前年との比較 令和４年度 増　減

現　
　
　
　
　

年

町 民 税
個 人 639,997,607� 680,539� 472,074,921� ▲2,233,889 73.8� ▲0.4

法 人 55,122,900� ▲5,302,900 54,795,200� ▲5,503,700 99.4� ▲0.4

固 定 資 産 税 911,070,800� 2,879,600� 896,785,800� 2,269,400� 98.4� ▲0.1

国有資産等所在市町村交付金 21,895,100� ▲299,700 21,895,100� ▲299,700 100.0� 0.0

軽自動車税
種　別　割 67,386,100� 879,600� 65,090,500� 975,100� 96.6� 0.2

環境性能割 3,942,700� 1,373,300� 3,942,700� 1,373,300� 100.0� 0.0

た ば こ 税 145,247,491� 10,966,521� 145,247,491� 10,966,521� 100.0� 0.0

入 湯 税 991,200� 384,300� 991,200� 384,300� 100.0� 0.0

国 民 健 康 保 険 税 436,130,700� ▲61,278,500 346,870,280� ▲41,361,920 79.5� 1.4

現年度分計（国保税除く） 1,845,653,898� 11,561,260� 1,660,822,912� 7,931,332� 90.0� ▲0.1

現 年 度 分 計 2,281,784,598� ▲49,717,240 2,007,693,192� ▲33,430,588 88.0� 0.5

繰　
　
　
　
　

越

町 民 税
個 人 28,247,420� ▲9,231,980 6,601,561� ▲1,425,272 23.4� 2.0

法 人 167,000� ▲769,156 50,000� ▲305,600 29.9� ▲8.1

固 定 資 産 税 41,481,502� ▲14,191,574 7,120,209� ▲1,575,251 17.2� 1.6

軽 自 動 車 税 6,491,772� ▲828,480 894,154� ▲374,622 13.8� ▲3.5

国 民 健 康 保 険 税 115,766,481� ▲34,704,311 16,227,474� ▲7,717,777 14.0� ▲1.9

滞納繰越分計（国保税除く） 76,387,694� ▲25,021,190 14,665,924� ▲3,680,745 19.2� 1.1

滞 納 繰 越 分 計 192,154,175� ▲59,725,501 30,893,398� ▲11,398,522 16.1� ▲0.7

合　　　　　計 2,473,938,773� ▲109,442,741 2,038,586,590� ▲44,829,110 82.4� 1.8
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告
書
や
移
管
予
告
な
ど
し
て
も
全

然
相
談
に
も
来
な
い
、
納
入
期
限

も
守
ら
な
い
人
で
す
。
差
押
え
に

つ
い
て
は
、
納
め
る
べ
き
余
力
の

あ
る
人
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

【
質
疑
】
滞
納
整
理
機
構
に
移
管

し
た
場
合
、
委
託
先
に
支
払
う
金

額
（
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
）
は
い
く

ら
位
か
。

【
回
答
】
１
人
１
，
０
０
０
円
が

ベ
ー
ス
に
な
り
、
あ
と
徴
収
し
た

金
額
に
係
数
を
掛
け
て
算
出
さ
れ

ま
す
。

・�

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
概
要
に
つ
い

て

　

対
象
と
な
る
税
目
・
料
金

　
　

一�

般
会
計
：
町
・
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税

　
　

特�

別
会
計
：
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料

　
　

公�

共
料
金
：
水
道
料
金
、
下

水
道
料
金

【
質
疑
】
コ
ン
ビ
ニ
収
納
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
が
必

要
か
。

【
回
答
】
今
ま
で
の
納
付
書
が
共

通
の
納
付
書
に
な
る
の
で
、
今
ま

で
の
金
融
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
郵

便
局
で
も
コ
ン
ビ
ニ
で
も
、
ど
こ

で
も
共
通
の
納
付
書
で
支
払
い
で

き
ま
す
。
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

総
務
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

選
挙
管
理
委
員
会

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

財
政
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

企
画
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

税
務
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

そ
の
他　

令和４年度滞納繰越分に係る徴収実績ついて
　①　青森県市町村税滞納整理機構への移管状況

年　　　度 令和４年度実績（Ｒ4.12.31） （参考）令和３年度実績（Ｒ4.3.31）
⑴　移管人数 126人 106人
⑵　移管額計 223,658,468円 242,700,123円
⑶　収納金額合計 1,405件 94人 19,041,655円 2,050件 122人 32,650,306円
（内訳）町 県 民 税 520件 66人 7,410,411円 651件 81人 10,425,484円

固 定 資 産 税 286件 32人 2,750,502円 329件 38人 5,434,410円
軽 自 動 車 税 45件 18人 147,987円 113件 30人 604,200円
国民健康保険税 554件 56人 8,732,755円 954件 79人 15,810,812円
その他（法人税） 0件 0人 0円 3件 1人 375,400円

　令和４年度の新規移管者は26名　1,924,500円　
年　　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

４月１日現在移管者 202� 222� 194� 160 149 127� 106�
未 更 新 者 ▲17 ▲15 ▲32 ▲5 ▲3 ▲8 ▲1
新 規 移 管 者 86� 24� 21� 19� 14� 12� 26�
完 納 に よ る返還者 ▲47 ▲37 ▲23 ▲25 ▲33 ▲25 ▲5
引 継 取 り 消 し 者 ▲2 0 0� 0� 0� 0� 0�
３月31日現在移管者 222� 194� 160� 149� 127� 106� 126�

　②　税務課での滞納処分等
年　　　度 令和４年度実績（Ｒ4.12.31） （参考）令和３年度実績（Ｒ4.3.31）

滞納処分人数 15人 51人
（内訳）国 税 還 付 金 差 押 え 0名 0円 33名 1,096,019円

給与、預金等の差押え 15名 1,518,806円 18名 3,278,327円
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○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

（
令
和
５
年
２
月
16
日
開
催
）

　

委
員
長　

坂　

本　

直　

大

所
管
事
務
調
査
結
果

建
設
課

・�

公
園
橋
補
修
工
事
請
負
契
約
の

一
部
変
更
に
係
る
専
決
処
分
に

つ
い
て

　

専
決
処
分
を
必
要
と
し
た
理
由

　

公
園
橋
補
修
工
事
に
つ
い
て
、

現
場
精
査
及
び
工
事
内
容
を
変
更

す
る
た
め
専
決
処
分
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

�

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

令
和
３
年
第
４
回
東
北
町
議
会

定
例
会
議
案
第
１
０
４
号
を
も
っ

て
議
決
を
経
た
公
園
橋
補
修
工
事

の
請
負
契
約
の
一
部
を
次
の
と
お

導入前 導入後

① 収 納 場 所
収 納 方 法

・東北町役場
・青森銀行をはじめとした各金融機関
・郵便局（47都道府県）
・口座振替

・東北町役場
・青森銀行をはじめとした各金融機関
・郵便局（東北６県）
・口座振替
・各コンビニエンスストア（47都道府県）
・スマホ収納は自宅からでも可

② 収 納 時 間 帯 ・各金融機関での対応時間内
　（９時～12時、13時～15時の範囲）

・各金融機関での対応時間内
　（９時～12時、13時～15時の範囲）
・コンビニ収納は営業時間内（≒24時間）
・スマホ決済は24時間（個人）

③ 収納金の動き ・各金融機関から会計課の通帳へ

・各金融機関から会計課の通帳へ
・�各コンビニとスマホ収納提供会社から、
地銀ネットワークサービス㈱と金融機関
を経由して会計課の通帳へ

④ 納付書の動き

・各金融機関から青銀経由で会計課へ
・郵便局から会計課へ

・会計課から各課へ振り分け
・各課で「消込作業」‥…･（※１）
・作業後の納付書は会計課で保管

・各金融機関から青銀経由で会計課へ
・郵便局から会計課へ
・�各コンビニとスマホ収納提供会社から、
地銀ネットワークサービス㈱を経由して
税務課へ収納データのみで提供されるの
で、税務課から各課へ振り分け
・会計課から各課へ振り分け
・各課で「消込作業」……（※１）
・作業後の納付書は会計課で保管
・�コンビニで収納された納付書は収納代行会
社に一定期間（３カ月）保管された後、個
人情報に配慮した方法（溶解等）で廃棄

　（※１）「消込作業」とは、会計課に届いた収納金と納付書の確認作業を指す。
　　　　�　会計課で税目毎に収納金や納付書の振り分けを行い担当課へ渡し、担当課で会計課の振り分けを確認

しながらアドワールド端末へ納付書の内容を入力する。

り
変
更
す
る
。

　

請
負
代
金
「
５
３
，
６
８
０
，

０
０
０
円
」
を
「
５
４
，
０
９
８
，

０
０
０
円
」
に
変
更
す
る
。

（変更工事の概要）

工　　　種 種　　　別 単位 変更前 変更後 増　減

断 面 補 修 工 断 面 補 修 工 ㎥ 0.101 0.154 0.053

ひ び 割 れ 補 修 工 ひ び 割 れ 補 修 工 ⅿ 1.7 7.5 5.8
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【
質
疑
】
除
雪
１
回
出
動
し
た
ら

い
く
ら
か
か
り
ま
す
か
。

【
回
答
】
か
か
っ
た
時
間
、
降
っ

た
量
に
よ
っ
て
も
若
干
変
化
は
あ

る
の
で
す
が
、
総
出
動
か
け
る
と

お
お
む
ね
１
，
８
０
０
万
円
か
ら

２
，
０
０
０
万
円
か
か
り
ま
す
。

【
質
疑
】
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
策
定
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

将
来
町
公
営
住
宅
を
新
た
に
建
て
る

と
い
う
計
画
を
組
ん
で
い
る
の
か
。

【
回
答
】
現
在
公
営
住
宅
に
つ
い

て
新
設
等
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
あ
る
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、

塗
装
や
屋
根
の
補
修
等
の
業
務
委

託
で
す
。

【
質
疑
】
防
雪
柵
を
新
た
に
設
置

す
る
計
画
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す

れ
ば
大
体
何
か
所
ぐ
ら
い
予
定
し

て
い
る
か
。

【
回
答
】
新
規
で
５
か
所
程
度
の

要
望
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
今
は

ま
ず
測
量
設
計
し
て
い
る
も
の
と
、

工
事
未
完
了
を
完
了
に
し
て
い
く
、

そ
れ
が
１
工
区
終
わ
っ
た
ら
新
し

い
ほ
う
と
い
う
形
で
今
考
え
て
い

ま
す
が
、
当
面
５
年
く
ら
い
は
新

し
い
と
こ
ろ
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

・令和４年度主要事業の進捗状況について（令和５年１月31日時点）

事　　業　　名 進捗率 事　　業　　名 進捗率

町道218号線排水路等側溝整備工事 100 町道218号線舗装改修工事 100

町道124号線側溝修繕工事 100 町道218号線舗装改修工事 100

町道158号線舗装改修工事 100 町道保戸沢・簱屋線舗装改修工事 －

町道157号線舗装改修工事 100 公園橋補修工事 80

町道甲地・鶴ヶ崎線側溝整備工事 100 萠出橋補修工事 100

上野地区側溝補修工事 100 第１花向橋補修調査設計業務委託 90

町道甲地・鶴ヶ崎線側溝整備工事（その２） 10 土場川橋補修測量設計業務委託 90

町道表町14号線外１改良舗装工事 75 第一乙供橋補修調査設計業務委託 100

町道373号線測量設計業務委託 50 坂下橋補修調査設計業務委託 90

町道表町14号線外１改良舗装工事（その２） 20 喜藤橋補修工事 20

町道224号線舗装改修工事 10 小川原通跨線橋詳細設計業務委託 70

（３国債）岩渡沢川改修（１工区）工事 100 甲田橋補修測量調査設計業務委託 85

（３国債）岩渡沢川改修（２工区）工事 100 新舘橋補修測量調査設計業務委託 75

（４国債）岩渡沢川改修工事 10 寺沢橋補修工事 －

町内民間賃借住宅に住居する新婚世帯への家賃補助 72 赤平橋補修工事 －

沼崎本村跨線橋補修工事 100 小川原通跨線橋鉄道地上設備詳細設計業務委託 10

町道甲地・蓼内線防雪柵詳細設計業務委託 70 東北町橋梁定期点検及び長寿命化修繕計画策定業務 75

町道外蛯沢・輝ヶ丘線防雪柵設置工事 30 東北町営住宅栄団地外壁塗替工事 100

町道甲地・蓼内線防雪柵設置工事 30 東北町公営住宅等長寿命化計画策定業務委託 75

町道347号線防雪柵設置（１工区）工事 60 ３災第５号町道乙供・太田平線道路災害復旧工事 100

町道347号線防雪柵設置（２工区）工事 30 ４災第44号乙供・太田平線道路災害復旧工事 －

町道甲地・蓼内線防雪柵設置工事（その２） 10 ４災第45号乙供・太田平線道路災害復旧工事 －

町道表町・甲田線舗装補修工事 100 ４災第46号121線道路災害復旧工事 －

町道表町・甲田線舗装補修工事（その２） 100 ４災第47号526線道路災害復旧工事 －

蛯沢小学校・大籏屋線測量設計業務委託 100 ４災第48号長崎・甲田線道路災害復旧工事 －

上清水目２号線測量設計業務委託 80 除雪業務委託（直営13台　委託66台） 66

土橋北線測量設計業務委託 70 防雪柵設置・収納事業 50
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【
質
疑
】
し
じ
み
貝
種
苗
生
産
事

業
に
つ
い
て
、
機
械
を
船
に
つ
け

て
の
漁
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

稚
貝
が
深
掘
り
さ
れ
、
稚
貝
を
ま

い
て
も
土
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
し

ま
い
、
上
に
上
が
っ
て
こ
れ
ず
死

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
結

構
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
辺
の

対
策
を
し
な
い
と
、
個
体
数
は
上

昇
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

【
回
答
】
漁
の
仕
方
で
深
く
入
り

過
ぎ
て
砂
が
か
ぶ
り
小
さ
い
貝
が

死
ん
で
し
ま
う
の
か
、
ま
た
違
っ

た
要
素
で
死
骸
が
出
て
き
て
い
る

と
い
う
の
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
は
漁
協
と
と
も
に

情
報
共
有
し
な
が
ら
対
応
の
ほ
う

に
は
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

・令和４年度主要事業の進捗状況について

国　　補　　助 町　　補　　助

事　　業　　名 進捗率 事　　業　　名 進捗率

農林水産業経営基盤強化推進事業 49.5 土づくりのための土壌診断推進事業 0.0

稲作需要減退支援事業 99.4 優良種苗確保対策事業 0.0

農業経営基盤強化資金利子助成事業 0.0 農業用廃プラスチック回収促進対策事業 73.7

経営所得安定対策直接支払推進事業 72.6 生き活き産業文化まつり実行委員会事業 90.1

新規就農者育成総合対策事業 84.1 葉たばこ生産振興対策事業 0.0

経営継承・発展等支援事業 0.0 健康な土づくり推進事業 0.0

農業次世代人材投資事業　　　　 50.0 ＧＡＰ認証取得推進事業 0.0

葉たばこ作付転換円滑化緊急対策事業 82.9 町家畜導入推進事業 3.7

経営体育成支援事業 25.0 和牛効率生産技術導入支援事業 0.0

中山間地域等直接支払交付金事業 100.0 獣医師確保対策事業 12.8

県営中山間地域総合整備事業 0.0 放牧場整備事業 99.6

県営土場川地区経営体育成基盤整備事業 0.0 民有林野造林間伐事業 0.0

県営通作条件整備事業 0.0 水産多面的機能発揮対策事業 71.2

県営赤川地区経営体育成基盤整備事業 0.0 しじみ貝種苗生産事業 100.0

多面的機能支払交付金 100.0 小川原湖が育む食材の販路開拓・プロモーション事業 0.0

うなぎ稚魚放流事業 100.0

種子・種苗等緊急対策事業 77.4

収入保険加入促進事業 0.0

スモール牛価格下落緊急対策事業 95.2

　※進捗率は当初予算に対しての支払状況で、3月末で概ね100％となる。

農
林
水
産
課
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・町営放牧場再編計画について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集約化に向けた検討課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

課　　　　　題 対　応　方　針
○　毎年多額の赤字を計上。
　�　税金を投入する以上、実態に応じた適正規模の運
営に改める必要

○�　利用者の利便性にも一定の配慮をしつつも、赤字
幅を抑制するため、預託事業を行う牧場数を段階的
に削減
　�　具体的には、２か年かけて現状の４牧場から２牧
場とする。

○�　預け入れ頭数も低迷している中、公共牧場が果た
す役割は何か。
　�　現在、畜産事業者が抱える課題も踏まえた今後の
公共牧場の役割を検討する必要。

○�　畜産事業者が抱える大きな課題は、国産資料の安
定的確保。
　�　上記見直しにより、預託事業を休止した牧場を利
用し、国産飼料の生産に取り組む。
　�　具体的には、すでに横沢山１工区等の一部で実施
しているように、町内の飼料生産組織等に貸し出す
ことを想定。

【
要
望
】
改
善
後
令
和
６
年
度
で

も
２
，
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
赤

字
が
予
想
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
検
討
し
赤
字
を
も
っ
と

少
な
く
す
る
よ
う
な
改
善
計
画
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

農
林
水
産
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

商
工
観
光
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

下
水
道
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

農
業
委
員
会

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

そ
の
他

①�

下
水
道
料
金
（
農
業
集
落
排
水

含
む
）
の
改
定
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
ま
で
に
公
営
企
業

化
し
て
い
な
け
れ
ば
補
助
金
の
交

付
要
件
に
該
当
し
な
く
な
る
。

⇒
令
和
６
年
度
ま
で
に
公
営
企
業

化
を
目
指
す
。⇒

公
営
企
業
化
し

た
際
、
現
状
よ
り
収
支
が
改
善
さ

れ
な
け
れ
ば
、
起
債
を
借
り
れ
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。⇒

収
支
を

改
善
す
る
為
に
は
料
金
の
改
定
が

必
要
と
な
る
。

〇下水道料金審議会開催のスケジュール

令和５年３月 下水道料金審議会立ち上げ　委嘱状交付　組織会開催

令和５年４月～
令和５年11月

下水道料金審議会開催（問題提起・経営戦略の説明・経営状況の報
告・使用料対象経費の算定・使用料の検討）

令和５年12月～
令和６年３月

令和６年４月からの料金改定へ向けて条例の改正

令和６年４月 下水道事業（農業集落排水事業）公営企業化スタート

　　　　　　　　　　　　　　　　　 町営放牧場の再編スケジュール 　　　　　　　　　　　　　　　　　

現状（Ｒ４） 来年（Ｒ５） 再来年（Ｒ６）以降

道ノ下 道ノ下 道ノ下

横沢山１工区 横沢山１工区（修繕予定） 横沢山１工区（修繕予定）

横沢山２工区 横沢山２工区 横沢山２工区

豊　畑 豊　畑

淋代・南平

飼養頭数　　肉用牛　53頭 飼養頭数　　肉用牛　53頭 飼養頭数　　肉用牛　53頭

飼養頭数　　乳　牛　36頭 飼養頭数（畜種変更）肉用牛　47頭 飼養頭数　　肉用牛　112頭

飼養頭数　　肉用牛　65頭 飼養頭数　　肉用牛　65頭 休牧　※採草地として利用

飼養頭数　　肉用牛　47頭 休牧　※採草地として利用

休牧　※採草地として利用
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○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

（
令
和
５
年
２
月
17
日
開
催
）

　

委
員
長　

田　

嶋　
　
　

悟

所
管
事
務
調
査
結
果

町
民
課

・�

東
北
町
国
民
健
康
保
険
事
業
の

概
要
に
つ
い
て

【
質
疑
】
収
納
率
が
高
け
れ
ば
、

国
か
ら
の
補
助
や
支
援
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
保
険
者
努
力
支
援
制
度

と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
の
中
で
収
納
率
も
若
干
加
味
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
収
納
率
が
高
け

れ
ば
、
点
数
の
配
分
が
若
干
多
く

な
り
、
保
険
者
が
努
力
し
て
い
る

な
と
い
う
こ
と
で
点
数
が
加
算
さ

れ
、
そ
の
分
上
乗
せ
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

１　加入世帯数及び被保険者数� （単位：人）

R元年度
（年度末）

R２年度
（年度末）

R３年度
（年度末）

R４年度
（R5.1.31現在）

世　　帯　　数 2,640 2,599 2,535 2,451

（全世帯数に対する割合） （36.3％） （35.6％） （34.9％） （33.5％）

被 保 険 者 数 4,516 4,364 4,180 3,969

（全町民数に対する割合） （26.1％） （25.6％） （24.9％） （23.9％）

２　医療給付費の状況� （単位：円）

R元年度 R２年度 R３年度
R４年度

（３月補正後予算額）

医療給付費の総額 1,481,075,269 1,383,999,637 1,366,028,249 1,438,272,000

一人あたりの医療給付費
（給付費総計÷被保険者数）

327,962 317,140 326,801 362,376

３　保険税賦課及び収納状況（現年課税分）� （単位：円）

R元年度 R２年度 R３年度
R４年度

（R5.1.31現在）

調定（賦課）額 540,756,700 492,691,700 499,078,000 436,130,700

収　　納　　額 506,511,687 465,777,233 471,793,129 346,870,280

収　　納　　率 93.67% 94.54% 94.53% 79.53%

一人あたりの保険税
（調定（賦課）額÷被保険者数）

119,742 112,899 119,397 109,884

４　決算の状況� （単位：円）

　 R元年度 R２年度 R３年度
R４年度

（３月補正後予算額）

歳　入　合　計 2,349,216,268 2,229,661,587 2,141,444,610 2,124,133,000

歳　出　合　計 2,300,714,161 2,195,853,243 2,104,159,957 2,124,133,000

収　支　額…① 48,502,107 33,808,344 37,284,653 0

歳入のうち国保財政調整基金
からの繰入金�…�②

39,622,000 58,300,000 0 0

実質単年度収支（①－②） 8,880,107 △�24,491,656 37,284,653 0
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【
質
疑
】
国
保
の
財
政
調
整
基
金

は
今
い
く
ら
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
３
月
補
正
後
の
基
金
の

残
高
見
込
み
は
１
億
５
，
２
０
０

万
円
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
務
課

・�

東
北
町
奨
学
資
金
返
還
支
援
事

業
の
概
要
に
つ
い
て

　

こ
の
東
北
町
奨
学
資
金
返
還
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
11
年

度
の
事
業
開
始
に
向
け
て
、
現
在

は
、
準
備
期
間
と
い
う
こ
と
で
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

令
和
11
年
度
、
最
初
に
支
援
事

業
の
対
象
と
な
る
学
生
は
、
令
和

５
年
度
以
降
に
奨
学
資
金
の
貸
与

を
受
け
る
学
生
で
、
今
年
の
４
月

か
ら
４
年
生
に
な
る
学
生
が
、
最

初
の
支
援
対
象
者
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
、
令
和
５
年
４
月
以
降
、

奨
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
学
生

又
は
今
後
、
奨
学
資
金
の
貸
与
を

受
け
よ
う
と
す
る
学
生
に
対
し
て
、

町
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、
広
く
紹
介
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○�

東
北
町
奨
学
資
金
返
還
支
援
事

業
の
概
要
に
つ
い
て
（
要
綱
案

中
重
要
箇
所
）

◆
事
業
の
趣
旨

　

�　

若
年
世
代
の
町
内
定
住
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業

を
担
う
人
材
の
育
成
及
び
確
保

を
図
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
東
北
町
奨
学
資
金
返

還
支
援
事
業
補
助
金
を
交
付
す

る
。

◆
対
象
奨
学
資
金
と
は

　

�　

補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る

奨
学
資
金
は
、
条
例
に
規
定
す

る
奨
学
資
金
と
す
る
。

　

�

（
東
北
町
奨
学
資
金
貸
付
条
例

に
お
い
て
、
貸
付
け
を
受
け
た

奨
学
資
金
を
指
す
。）

◆
補
助
対
象
者
と
は

　

⑴�

令
和
５
年
度
以
降
に
奨
学
資

金
の
貸
与
を
受
け
た
者

　

�

（
現
在
の
大
学
生
で
、
令
和
５

年
度
（
今
年
の
４
月
）
４
年
生

に
な
る
学
生
か
ら
対
象
。）

　

⑵�

大
学
等
を
卒
業
後
、
条
例
に

規
定
す
る
返
還
期
間
内
に
お

い
て
、
町
内
に
継
続
し
て
５

年
以
上
定
住
し
て
い
る
者
。

　

⑶�

事
業
所
等
に
就
業
し
て
い
る

者

　

⑷�

補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る

時
点
に
お
い
て
、
町
の
奨
学

資
金
の
返
還
を
行
っ
て
い
る

者

　

⑸�

他
の
奨
学
資
金
返
還
支
援
制

度
を
利
用
し
て
い
な
い
者

　

⑹�

条
例
に
規
定
す
る
奨
学
資
金

の
返
還
及
び
町
税
等
に
滞
納

が
な
い
者

◆
補
助
金
の
額
に
つ
い
て

　

�　

補
助
金
の
額
は
、
５
年
間
定

住
後
の
申
請
に
お
い
て
は
、
補

助
金
を
申
請
す
る
前
年
度
ま
で

の
５
年
間
に
返
還
し
た
奨
学
資

金
の
額
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て

得
た
額
と
し
、
年
額
当
た
り
12

万
円
を
上
限
と
す
る
。

　
�　

ま
た
、
そ
れ
以
降
（
６
年
目

以
降
）
の
申
請
に
お
い
て
は
、

申
請
年
度
の
前
年
度
に
返
還
し

た
奨
学
資
金
の
額
に
２
分
の
１

を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
年
額

12
万
円
を
上
限
と
し
補
助
す
る
。

◆
補
助
対
象
期
間
に
つ
い
て

　

�　

町
内
に
定
住
し
、
奨
学
資
金

の
返
還
を
行
っ
た
期
間
。

　

�

（
奨
学
生
が
卒
業
し
た
月
の
１

年
後
か
ら
15
年
以
内
の
期
間
。）

◆
補
助
金
の
申
請

　

�　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
規
定
す
る
要
件

を
満
た
し
た
年
度
の
翌
年
度
に
、

町
長
に
申
請
。
ま
た
、
補
助
金

の
交
付
を
受
け
た
翌
年
度
以
降
、

要
件
を
満
た
し
て
い
る
間
、
毎

年
度
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

（
要
件
を
満
た
し
て
補
助
対
象

と
な
り
、
１
度
申
請
し
た
方
で

も
、
次
の
補
助
金
を
も
ら
う
た

め
に
毎
年
申
請
が
必
要
。）

◆
審
査
委
員
会

　

�　

奨
学
資
金
支
援
事
業
の
審
査

委
員
会
は
、
奨
学
資
金
貸
付
審

査
委
員
会
と
同
じ
審
査
委
員
で

審
査
す
る
。

　

�

（
審
査
委
員
会
は
、
申
請
ご
と

に
必
ず
実
施
す
る
。）

◆
要
綱
施
行
日

　

�　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
。

【
質
疑
】
こ
の
事
業
の
財
源
は

【
回
答
】
一
般
財
源
と
い
う
こ
と

で
、
過
疎
債
を
充
て
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

町
民
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

福
祉
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

保
健
衛
生
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

学
務
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

社
会
教
育
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

そ
の
他

【
質
疑
】
９
月
議
会
で
お
願
い
し

た
蛯
沢
地
区
学
習
等
供
用
セ
ン

タ
ー
の
改
修
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

【
回
答
】
現
場
を
確
認
し
、
必
要

と
判
断
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

取
り
付
け
や
改
修
は
終
わ
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
多
少
の
不
便
は
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
使
っ
て
い
た
だ

く
上
で
は
そ
ん
な
に
問
題
は
な
い

と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。
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☆

お

知

ら

せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送

11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
６
月
定
例
会

放
送
予
定

�

（
６
月
中
旬
）

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ

モ
コ
ン
の
「
番
組
表
」
ボ

タ
ン
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

福
祉
課

・�
東
北
町
子
育
て
未
来
支
援
金
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
、
第
２
子
以
降
の

出
生
時
に
給
付
し
て
い
た
「
赤

ち
ゃ
ん
祝
金
」
を
見
直
し
、
子
ど

も
の
成
長
と
と
も
に
、
長
期
的
に

支
援
す
る
「
子
育
て
未
来
支
援
事

業
」
と
し
て
、
出
生
時
の
ほ
か
、

小
学
校
入
学
時
、
中
学
校
入
学
時

に
支
援
金
を
給
付
す
る
事
業
を
実

施
予
定
。

　

赤
ち
ゃ
ん
祝
金
条
例
は
令
和
５

年
４
月
１
日
で
廃
止
と
な
る
が
、

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
に
は
、

出
生
届
の
提
出
が
出
生
後
14
日
以

内
で
あ
る
た
め
、
令
和
５
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

祝
金
該
当
者
の
予
算
も
計
上
。

〇赤ちゃん祝金（令和４年度見込）
※�令和５年４月１日以前に生まれた子どもが対象

出　　産　　時
年　　度　　計

金　　　額 人　　　数

２子 25万円 30 750万円

３子以降 35万円 27 945万円

計 　 57 1,695万円

〇東北町子育て未来支援金（令和５年度より）
　※�令和５年４月２日以降に生まれた子どもの出生時、小学校入学時、中学校入学時に給付。よって、赤ちゃん
祝金をもらった子どもは、小中学校入学時は対象外

①出産・子育
て応援給付金

国庫補助2/3
県町負担1/6

②子育て未来支援金（町単独事業）

①＋②
合　計

Ｒ５当初
予算（案）

出　生　時
（Ｒ５年度～）

小学入学時
（Ｒ12年度～）

中学入学時
（Ｒ18年度～）

合　計

金　額 人　数 金　額 人　数 金　額 人　数

１子 10万円 　 　 　 　 　 　 　 10万円 　

２子 10万円 10万円 40 5万円 　 5万円 　 20万円 30万円 400万円

３子 10万円 10万円 19 10万円 　 10万円 　 30万円 40万円 190万円

４子 10万円 10万円 3 20万円 　 20万円 　 50万円 60万円 30万円

５子以降 10万円 20万円 4 35万円 　 35万円 　 90万円 100万円 80万円

計 　 　 66 　 0 　 0 　 　 700万円

　※�子育て世帯の負担軽減やこれから「子どもを産み、育てようと思う」子育て世代の「後押し」につながれば

と考え本事業を実施予定。
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今
月
は「
議
会
だ
よ
り
第
72
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
、
３
月
定
例
会
を
主
に

編
集
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

議　
　

長　

岡　

山　

粕　

男

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

和　

田　

勇　

人

　

副
委
員
長　

大　

崎　

昭　

子

　

委　
　

員　

沼　

山　

浩　

幸

　

委　
　

員　

坂　

本　

直　

大

　

委　
　

員　

田　

嶋　
　
　

悟�

　

委　
　

員　

斗　

賀　

高
太
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
０

議 会 の 動 き（１～３月）

月　日 用　　　　　　務

１月10日
基地対策特別委員会

小川原湖環境保全対策特別委員会

１月16日 小川原湖環境保全対策特別委員会　要望活動

１月19日 第１回臨時会

１月20日 上北郡町村議会議長会　第４回定例会

１月23日 議会改革特別委員会

１月31日 議会広報特別委員会

２月１日 小川原湖環境保全対策特別委員会要望活動(高瀬川河川事務所)

２月２日 全国市議会議長会基地協議会理事会・総会

２月６日
小川原湖環境保全対策特別委員会　要望活動(東北地方整備局)

国会議員との意見交換会

２月７日 小川原湖環境保全対策特別委員会　要望活動(国土交通省、衆議院、参議院)

２月９日
議会運営委員会

全員協議会

月　日 用　　　　　　務
２月15日 総務企画常任委員会

２月16日 産業建設常任委員会

２月17日 教育民生常任委員会

基地対策特別委員会　要望活動(三沢防衛事務所)

２月24日 議会運営委員会

２月27日 青森県町村議会議長会定期総会、自治功労者表彰式

３月２日 定例会

議会運営委員会

３月７日 定例会

３月８日 定例会

３月９日 定例会

３月20日 原子燃料サイクル対策等特別委員会

３月31日 基地対策特別委員会

小川原湖環境保全対策特別委員会
R５. １／ 16青森県県土整備部へ要望

令和５年３月定例会初日（３月２日）
受賞３議員へ伝達

小川原湖環境保全対策特別委員会
R５. ２／７国土交通省水管理・国土保全局【東京都】へ要望

小川原湖環境保全対策特別委員会
R５. ２／１高瀬川河川事務所【八戸市】へ要望
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